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保育所給食の給与栄養目標量設定の手引き 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
 

■児童福祉施設における食事の意義と役割 

こどもの発育・発達を支え、望ましい食習慣、生活習慣をつくる 

 ●食事は、こどもの発育・発達、健康の維持・増進に寄与するだけでなく、身の回りの人との健

全な関係づくりにもつながっており、生活の質（Quality of life：QOL）の向上につながりま

す。 

 ●児童福祉施設は、入所するこどもにとって、１日の生活時間の多くを過ごす生活の場です。こ

どもは日々の食事を通して、心身が発育・発達していくとともに、豊かな食に関わる体験を積

み重ね、生涯にわたって健康で心豊かな生活を送り基本となる「食を営む力」の基礎を培って

いきます。施設における食事の提供は、こどもの心身の健やかな発育・発達を支え、望ましい

食習慣・生活習慣の形成に重要な役割を持っています。 

 

 「心と体の健康の確保」、「安全・安心な食事の確保」、「豊かな食体験の確保」、「食生活の自立」 

を目指し、一人一人の状況を考慮した支援を大切にしましょう。 

 

～児童福祉施設等における食事の提供ガイド（令和７年９月こども家庭庁）より～ 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

島根県健康推進課 （令和８年６月） 
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児童福祉施設における食事提供の PDCA の構造 

～児童福祉施設等における食事の提供ガイド（令和７年９月）より～ 

 下記の図は、児童福祉施設での食事提供のPDCAの流れのイメージ図です。アセスメントでは一人

一人のこどもの状態を確認することから始まり、それをもとに、目標設定と計画策定をします。計画

に沿って食事提供を行いますが、こどもだけでなく、保護者等の支援も考えることが求められます。 

 こどもたちの様子を継続的に確認（モニタリング）して、こどもに合った食事提供ができているか評

価します。その評価結果をもとに、アセスメントの仕方や、目標・計画を改善するという一連のサイク

ルを繰り返すことになります。 

 施設内の多職種との連携、施設外（地域）と連携しながら、PDCA サイクルを回し、施設内での食事

提供の質の向上を担保していくことが求められます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：令和６年度こども家庭庁母子保健指導者養成研修資料「児童福祉施設における「日本人の食事摂取基準」の活用」より 

【memo】 身体状況の変化を把握し、給食計画に反映させましょう！ 

 こどもは日々成長しており、体格（身長・体重）は常に変化しています。このため、個人にと 

って必要なエネルギー必要量も当然変化していることになります。 

 こどもにとって望ましいエネルギー量の給食を継続的に提供するためには、こどもの身体 

状況の変化を定期的に把握し、給食計画に反映させる必要があります。 

 保育所では、こどもの身体状況を定期的に測定しています。これらのデータを活用して、そ 

の時点における望ましい給与栄養目標量を設定することが大切です。 

 

 

 

～ 年度当初に設定した給与栄養量をもとに、乳幼児の発達を考慮して 

半年に１回は目標量の見直しをしましょう ～ 
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給与栄養目標量設定の実際 

様々な発育・発達段階のこどもが生活する保育所においては、こども一人一人の状況を考慮して

こどもの食事・食生活を支援することが大切です。 

食事の提供に際しては、対象となるこどもの実態を踏まえ、発育・発達状況、栄養状態、生活状況

などを総合的に判断して、提供することが適当なエネルギーや栄養素の量（給与栄養量）を設定しま

しょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  給与栄養量の目標（給与栄養目標量）を決める 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

■対象集団の把握 

 ・利用者の特性に応じた給与栄養量の目標値を算出するため、利用者の身体状況

（身長・体重）、施設での食事の状況、家庭での食事の状況などを把握します。 

■推定エネルギー必要量を算出し、給与エネルギー目標量を設定する 

  方法①：個別の体重を用いた算出 

  方法②：食事摂取基準の参照体位を用いた算出 

■１日あたりの各栄養素の給与栄養目標を設定する 

 STEP１：エネルギー産生栄養素の目標量の範囲を設定する 

   ↓ 

 STEP２：その他の栄養素の目標量を設定する 

■献立・調理・提供 

 ・給与栄養量の基準と施設の食事提供の状況などから、献立を作成します。 

 ・献立は、保育士などこどもが食事を食べる時に支援をする立場、調理員などの食

事をつくる立場の意見を取り入れながら、食事提供に関わる担当職員で組織され

た委員会など、施設として決定します。 
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＿推定エネルギー必要量の算出と給与エネルギー目標量の設定                             

 

■方法１ 園児個別の体重を用いて算出する場合 

STEP1：各個人の推定エネルギー必要量を計算しよう 

 園児の現体重をもとに、推定エネルギー必要量を計算します。 

 推定エネルギー必要量は次の式で計算できます。 

 

 

 

 

【推定エネルギー必要量の算出に必要な参考データ】 

  a 基礎代謝量 

(基礎代謝基準値×体重 Kg) 

b 身体活動 

レベル 

c エネルギー 

蓄積量 

1～2 歳 
男児 61.0 × 体重(Kg) 1.35 20 

女児 59.7 × 体重(Kg) 1.35 15 

3～5 歳 
男児 54.8 × 体重(Kg) 1.45 10 

女児 52.2 × 体重(Kg) 1.45 10 

 

                               

 

            A くん ： ４歳 / 男の子 / 体重 16.５Kg 

 

①a 基礎代謝量を計算する 

    基礎代謝量は 「基礎代謝基準値（kcal/Kg 体重/日）×体重（Kg）」で計算します。 

                  基礎代謝基準値  体重（Kg）    基礎代謝量（kcal/日） 

      a 基礎代謝量 ＝   ５４．８   ×   １６．５    ≒   ９０４．２ kcal 

②推定エネルギー必要量を計算する 

  a 基礎代謝量 

(基礎代謝基準値×体重 Kg) 

b 身体活動 

レベル 

c エネルギー 

蓄積量 

3～5 歳 男児 54.8 × 体重(Kg) 1.45 10 

 

 推定エネルギー必要量 ＝    ９０４．２      ×      1.45      ＋    １０ 

                       ＝  １３２１．１ kcal/日 

 

   上記の計算式を用いて、A くんの推定エネルギー必要量が計算できました。 

   他のこどもたちについても同様に個々の推定エネルギー必要量を計算してみましょう。 

 

 

【幼児】 

推定エネルギー必要量（kcal/日） 

  ＝ a 基礎代謝量（kcal/日）× b 身体活動レベル＋ c エネルギー蓄積量（kcal/日） 

A くんを例に計算してみましょう 
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      （例） ３～５歳（男児） 

No. 名前 体重 推定エネルギー必要量 

１ A くん 16.5 1321.1 

２ B くん 15.8 1265.5 

３ C くん 16.3 1305.2 

４ D くん 22.0 1758.1 

     

３０ 〇A くん 12.3 987.4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

STEP２：基準となる１日の推定エネルギー必要量を決定しよう 

 STEP1で計算した個々の推定エネルギー必要量の分布を確認し、給与栄養目標量を決める基準と

なる１日の推定エネルギー必要量の値を決めます。 

 

①推定エネルギー必要量の分布を確認する 

  STEP1 で計算した推定エネルギー必要量を１００kcal ごとに区切ります。 

該当する人数を計上し、グラフにして分布を確認します。 

  ※３歳未満児と３歳以上児の給与栄養目標量を分けて設定する場合は、３歳未満児と３歳以上児

それぞれの分布を確認します。 

 

②集団の「最小値」「最大値」「中央値」「最頻値」「平均値」を確認する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・
・
・ 

・
・
・ 

・
・
・ 

・・・ 

【memo】 推定エネルギー必要量の計算に出てくる用語を確認しましょう 

 ◇推定エネルギー必要量…エネルギーの不足のリスクと過剰のリスクの両方が最も小さくなる、 

１日あたりのエネルギー摂取量 

◇基礎代謝量…心身ともに安静な状態のときに、体温を保つ、呼吸をする、心臓を動かすといった 

生命維持のために消費される必要最小限のエネルギー量 

◇基礎代謝基準値…性別と年齢ごとに定められた、体重１Kg あたりの基礎代謝量の代表値 

 ◇身体活動レベル…日常生活で行う平均的な活動のレベルを３つの段階で表したもの 

 ◇エネルギー蓄積量…成長にともないからだを大きくするためのエネルギー量 

中央値、最頻値、 

平均値いずれも 

1300kcal 台 
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 最小値 … 集団の中で最も小さい値      →   900 以上 1000 未満 

 最大値 … 集団の中で最も大きい値      →  1800 以上 1900 未満 

 中央値 … 小さい順に並べて中央にくる値  →  １３００ 以上 １４００未満 

 最頻値 … 最も出現率の高い値         →  １３００ 以上 １４００未満 

 平均値 … 集団の中で平均の値         →  １３２０ 

 

③②で調べた集団の最小値、最大値、中央値、最頻値をもとに、基準となる推定エネル

ギー必要量（集団の代表値）を決める（＝給与エネルギー目標量） 

 （例）〇〇保育所３～５歳児（３０人）の推定エネルギー必要量の分布 

最小値 ９００ 以上 １０００ 未満 

最大値 1800 以上 １9００ 未満 

中央値 １３００ 以上 １４００ 未満 

最頻値 １３００ 以上 １４００ 未満 

平均値 １３２０ 

 

    ⇒ 「最頻値」「中央値」「平均値」がいずれも１３００kcal 台で一致 

      （基準例） ア）中央値が１３００kcal 台なのでその中央をとって 1350 を基準とする 

             イ）平均値が１３２０kcal なので、１３２０kcal を基準とする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■方法２ 食事摂取基準の参照体位を使用して算出する場合 

STEP1：参照体位をもとに算定した推定エネルギー必要量を確認します 

  推定エネルギー必要量（参照体位をもとにした場合の値）（kcal/日） 

年齢・性別 男子 女子 

１～２（歳） 950 900 

３～５（歳） 1,300 1,250 

               ＊「日本人の食事摂取基準（２０２５年版）より 

（例）30 人の場合、 
１５番目の児の推定 
エネルギー必要量 

【memo】 「中央値」「最頻値」「平均値」が一致しない場合は？ 

 推定エネルギー必要量が最頻値や中央値よりもあきらかに少ない、または多いなど、データが 

大きく外れている値（外れ値）を含めると、値が左右される場合があります。 

 その場合は、外れ値を除いて中央値や最頻値を確認してみましょう。 

 それでも一致しない場合は、「最頻値」「中央値」「平均値」のいずれかを選ぶ、またはそれぞれ 

の値の間をとる、等の方法が考えられます。なお、最頻値や中央値はあくまでも代表値を決める 

ための目安です。実際に給食を提供し、評価をしながら必要に応じて見直しを行いましょう。 

最も多くのこどもに対応でき

る値、もしくは最も多くのこど

もが不足しない値を給与エネ

ルギー目標量とします 
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STEP２：推定エネルギー必要量から給与エネルギー目標量を計算します 

 園児の性別、年齢、人数をもとに給与エネルギー目標量を算出します。 

 

 

 

 

 

 

 ※最終的に算出される目標量は、加重平均した値となります。 

 

 （例） A 保育所  １～２歳  男子：３８人 女子：３３人  合計 ７１人 

 ３～５歳  男子：３５人 女子：３７人  合計 ７２ 人 

  【１～２歳の給与エネルギー目標量】 

    ＝ （９５０kcal×３８人 ＋ ９００kcal×３３人） ÷ ７１人 

    ＝ ９26.7605・・・kcal 

    ≒ ９30kcal 

  【３～５歳の給与エネルギー目標量】 

    ＝ （1,300kcal×35 人 ＋ １，２５０kcal×37 人） ÷ 72 人 

    ＝ １，２７4,3055・・・kcal 

    ≒ 1,280kcal 

 

＿１日あたりの各栄養素の給与栄養目標量の設定                 

                                                                                                      

STEP1：エネルギー産生栄養素（たんぱく質、脂質、炭水化物）の目標量の範囲 

      を設定します 

 エネルギー産生栄養素バランスは、食事摂取基準（２０２５年版）において、エネルギー比率の目標量

が下記のとおり示されています。 

 これらの目標量の範囲内を確保できるよう、給与栄養目標量を設定します。 

 

 エネルギー比率（％エネルギー） 

たんぱく質 １３～２０％ 

脂質 ２０～３０％ 

炭水化物 ５０～６５％ 

 

 

 

 

 

たんぱく質の目標量（ｇ）＝エネルギー量×必要範囲（％÷１００）÷４※注１ 

脂    質の目標量（ｇ）＝エネルギー量×必要範囲（％÷１００）÷９※注１ 

炭 水 化 物の目標量（ｇ）＝エネルギー量×必要範囲（％÷１００）÷４※注１ 

※注１ 数字は１ｇのエネルギー量。たんぱく質及び炭水化物は１ｇ＝４kcal、脂質は１ｇ＝９kcal 

 ■１～２歳 

   （９５０kcal×男子の人数 ＋ ９００kcal×女子の人数） ÷ １～２歳児全体の人数 

 ■３～５歳 

   （１，３００kcal×男子の人数 ＋ １，２５０kcal×女子の人数） ÷ ３～５歳児全体の人数 
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STEP２：その他の栄養素の目標量を設定します 

 給与栄養目標量は、こどもの健康状態や身体状況に応じたものとします。「児童福祉施設における

『食事摂取基準』を活用した食事計画について（子母発０３３１第１号、令和２年３月３１日、厚生労働

省）」では、こどもの健康状態及び栄養状態に特に問題がないと判断される場合でも、次の栄養素に

ついては、考慮することが望ましいとされています。 

ビタミン A、ビタミン B1、ビタミン B２、ビタミン C、 

カルシウム、鉄、ナトリウム（食塩）、カリウム、食物繊維 

 

 【設定のポイント】 

  施設独自に設定する場合も、食事摂取基準を基にしながら目標量を設定します。 

  １日の食事全体として、こども個人では「推奨量」を目指し、施設全体としては「推定平均必要量」

を下回るこどもがいないようにします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

①日本人の食事摂取基準を参照し、給与栄養目標量を設定する 

例）日本人の食事摂取基準２０２５（３～５歳児） 

 

 

 

 

 

②給食の分類とその食事区分、給与比率を確認する 

 保育所では、１日の食事のうち「昼食」と「おやつ」を提供するため、保育所で提供するエネルギー量

の割合を決定します。昼食については、１日全体の概ね 1/3 を目安とし、おやつについては１日全体

の１０％から２０％程度の量を目安とします。 

【給食の分類と食事の給与比率の設定（例）】 

分 類 区  分 給与比率 

1～2 歳児 昼食とおやつ（午前、午後） 1 日の給与目標量の５０％ 

3 歳児以上 昼食とおやつ（午後） １日の給与目標量の４５％ 

 

【memo】 給与栄養目標量の計算に出てくる用語を確認しましょう 

 ◇食事摂取基準…健康な個人または集団を対象として、健康の保持・増進、生活習慣病の予防 

            を目的として食事によるエネルギーや栄養素の摂取量の基準を示したもの 

 ◇推奨量…ほとんど（９７～９８％）の人が必要量を満たすと推定される１日の摂取量 

 ◇推定平均必要量…５０％の人が必要量を満たすと推定される１日の摂取量 
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           A 保育所 ３～５歳児  男児：３５人 女児：３７人  合計 ７２ 人 

 

（１）１日の給与エネルギー目標量   １３００kcal/日 

 

（２）１日あたりの各栄養素の給与栄養目標量 

 

 

 

 

（３）給食の分類と食事の給与比率 

分 類 区  分 給与比率 

3 歳児以上 昼食とおやつ（午後） １日の給与目標量の４５％ 

 

 

手順１：昼食とおやつの給与エネルギー目標量を計算する 

                              １日の推定エネルギー    給与比率 

必要量        （昼食＋おやつ） 

  昼食＋おやつの給与エネルギー目標量 ＝   １３００kcal   ×   0.45 （４５％） 

                            ＝   ５８５kcal 

 

手順２：「たんぱく質」と「脂質」の目標量を計算する 

 

  

 

 

 ＝                  ×               ÷                 × 

A 保育所 ３～５歳児の給与栄養目標量を計算してみましょう 

たんぱく質 脂質 カルシウム 鉄 ビタミンA ビタミンB1 ビタミンB2 ビタミンC カリウム 食物繊維 食塩相当量

(%エネルギー) (%エネルギー) (mg) (mg) (㎍RAE) (mg) (mg) (mg) (mg) (g) (g)

A保育所 13～20 20～30 600 5.0 500 0.5 0.8 40 1600 8以上 3.5未満

１日の 

推定エネルギー必要量 

たんぱく質 

エネルギー比率 

たんぱく質１ｇあたり

のエネルギー 

給与比率 

（昼食＋おやつ） 

たんぱく質の給与栄養目標量 （食事摂取基準２０２５ たんぱく質 １３～２０％エネルギー） 

 

【memo】 参考：児童福祉施設等における食事の提供ガイド（令和７年９月） 

 ３～５歳児の保育所における給与栄養目標量については、１日当たりで示される食事摂取 

基準の４３％程度（昼食３３％、おやつ１０％）が妥当であるとされました。ただし、不足者が多 

いビタミン A、カルシウム、鉄については、食事摂取基準の約５０％を目標として設定するこ 

とが提案され、また、家庭における食事において、ナトリウムと飽和脂肪酸が過剰な摂取とな 

らないよう、保護者等への支援を行うことが必要であるともされています。（P26） 
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   たんぱく質の目標値は〇ｇ～〇ｇと幅があるので、最小と最大を計算します。 

◇最小  ＝  １３００kcal × ０．１３（１３％） ÷ ４kcal × ０．４５（４５％） 

◇最大  ＝  １３００kcal × ０．２（２０％）  ÷ ４kcal × ０．４５（４５％） 

  たんぱく質の給与栄養目標量  ＝  （最小） １９．０ｇ ～ （最大）２９．３ｇ 

 

  

 

 

 ＝                  ×               ÷                 × 

 

   脂質の目標値は〇ｇ～〇ｇと幅があるので、最小と最大を計算します。 

◇最小  ＝  １３００kcal × ０．２（２０％） ÷ ９kcal × ０．４５（４５％） 

◇最大  ＝  １３００kcal × ０．３（３０％）  ÷ ９kcal × ０．４５（４５％） 

  脂質の給与栄養目標量  ＝  （最小） １３．０ｇ ～ （最大）１９．５ｇ 

 

手順３：その他の各栄養素の目標量を計算する 

  

 

 

 ＝                     × 

 

   １日あたりの各栄養素の給与栄養目標量に、昼食＋おやつの給与比率 ４５％ を乗じて計算 

  すると、以下のとおりになります。 

 

 

 

 

 

   ※食事摂取基準において、男女差がある栄養素については、不足の確率が低くなるよう、ここで 

   は、最大値（男子）を目標量としています。 

 

手順４：昼食＋おやつの給与栄養目標量を決定する 

手順１～手順３で計算した A 保育所の 昼食＋おやつ の給与栄養目標量は以下のとおりになり 

ます。 

 

 

１日の 

推定エネルギー必要量 

脂 質 

エネルギー比率 

脂質１ｇあたり 

のエネルギー 

給与比率 

（昼食＋おやつ） 

脂質の給与栄養目標量 （食事摂取基準２０２５ 脂質 ２０～３０％エネルギー） 

 

１日あたりの各栄養素の 

給与栄養目標量 

その他の栄養素の給与栄養目標量 

 

給与比率 

（昼食＋おやつ） 

カルシウム 鉄 ビタミンA ビタミンB1 ビタミンB2 ビタミンC カリウム 食物繊維 食塩相当量

(mg) (mg) (㎍RAE) (mg) (mg) (mg) (mg) (g) (g)

１日
あたり 600 5.0 500 0.50 0.80 40 1600 8以上 3.5未満

昼食＋おやつ
（45％） 270 2.3 225 0.23 0.36 18 720 3.6 1.6未満

エネルギー たんぱく質 脂質 カルシウム 鉄 ビタミンA ビタミンB1 ビタミンB2 ビタミンC カリウム 食物繊維 食塩相当量

(kcal) （g） （g） (mg) (mg) (㎍RAE) (mg) (mg) (mg) (mg) (g) (g)

585 19.0～29.3 13.0～19.5 270 2.3 225 0.23 0.36 18 720 3.6 1.6未満
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＜関係法令（栄養管理関係）＞ 

「健康増進法」 

「健康増進法施行規則」 

「特定給食施設における栄養管理に関する指導・支援等について」 

「児童福祉施設における食事の提供に関する援助及び指導について」 

「児童福祉施設における「食事摂取基準」を活用した食事計画について」 

 

＜参考＞ 

「日本人の食事摂取基準（２０２５年版）」策定検討会報告書（厚生労働省） 

「日本人の食事摂取基準（２０２５年版）の実践・活用」（食事摂取基準の実践・運用を考える会） 

「児童福祉施設等における食事の提供ガイド」（こども家庭庁） 

「保育所における食事支援の手引き」（熊本県） 

「児童福祉施設 『栄養計画の流れ（保育所の例）』」（相模原市） 

 

【memo】 「日本人の食事摂取基準（２０２５年版）」の活用と「日本食品標準成分表２０２０

年版（八訂）」 

「日本食品標準成分表 2020（八訂）」（以下「成分表２０２０年版」という。）が令和３年に公

表され、給食の栄養計算に用いるエネルギーの算出方法が変更されました。この新たな算出方

法では、食品中に含まれるたんぱく質、脂質、炭水化物の各成分からのエネルギー換算係数が

見直されたことにより、従来の「食品成分表 2015（七訂）」に記載されているエネルギーの値

と比較して、多くの食品でエネルギーが低い値となっています。 

また、「日本人の食事摂取基準（２０２５年版）」では、その策定にあたり根拠とされた研究論

文の多くが、「成分表２０１５年版（七訂）」以前の測定法に基づく計算により算出されているこ

とから、「成分表２０２０年版」を用いて栄養計算を行った結果と比較をする際、このエネルギー

算出方法の変更により誤差が生じることがあります。従来の方法で算出したエネルギーとの比

較には留意し、その性格を十分理解した上で活用しましょう。 

【参考：厚生労働省 R3.8.4 健健発０８０４第１号 健康局健康課長通知】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食事摂取基準による値も、食品成分表による値もあくまで目安です。 

それぞれの値の考え方を確認し、各施設のこどもの発育状況、栄養状態 

を観察しながら、その内容を関係者と共有、検討し、結果をもとに目標や 

計画の見直しを行うことが大切です。 


